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パソコン小話（２２6．2） 

2019/4/27 

シャットダウン、再起動のショートカットの作り方（改） 

 

通常シャットダウン、完全シャットダウン、再起動のショートカットをデスクトップに作っ

ておくと便利です。 

一度、お試し下さい。 

 
 

作り方 

1．デスクトップの何も無いところで、右クリック → 新規作成 → ショートカット 
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2．以下の記述をコピー又は、手入力する。 

  通常シャットダウンの場合 

shutdown.exe -s -t 0 -hybrid 

完全シャットダウンの場合 

shutdown.exe -s -t 0 

再起動の場合 

   shutdown.exe -r -f -t 0 

 

例として、通常シャットダウンのショートカットキーを作ります。 

  shutdown.exe -s -t 0 -hybrid この文字をコピーか、手入力 → 次へ 
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3．通常シャットダウン と入力 → 完了 

 
4．デスクトップに、通常シャットダウンのアイコンが出来ました。 → これを 

ダブルクリックすれば、通常シャットダウンが出来ます。 

 
 

5．同じように、再起動、完全シャットダウンのショートカットを作ります。 

 

 
 

私の使い方は、日中はパソコンの蓋を閉じてスリープになるようにしておき、1日が終わっ

たら通常シャットダウンをします。 

１０日に一回位、完全シャットダウンをします。 

 

再起動は、調子の悪い時、パソコンから要求のあった時に行っています。 

 

＜ご参考＞ パソコン小話（５３）に詳細説明あります。 

１．シャットダウン 

次回、パソコンが高速で起動するのに必要な機能を保持した状態で電源が切れます。電

力消費が完全にはゼロにはなりません。 

次回、電源を入れたとき高速で起動します。 

操作は、電源ボタンの「シャットダウン」をクリックします。 

２．完全シャットダウン 

完全に電源を切りますので、電力消費は、ゼロとなります。 
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次回、起動時はすべての機能が、ゼロの状態で起動しますのでパソコンの不調などの改

善が期待されます。 

操作は、Shift キーを押しながら、電源ボタンの「シャットダウン」をクリックしま

す。時々は、完全シャットダウンを行いましょう。 

３．再起動 

自動で完全シャットダウンを行って、直ぐに自動で電源が入りパソコンが再度起動しま

す。 

パソコンの不調などの改善が期待されます。 

４．スリープ 

電源を切る直前のパソコンの状態を保持したまま、電源を切りますので電力の消費が

発生します。 

パソコンの不調なども、そのまま保持されますので、不調の改善には効果がありませ

ん。 
以上 


